





土地調?事業研究通訊 = Comparative Study of Cadastral
























































史料 A：「陳村、赤花郷画界」（原載は『華僑日報』民国 23 年＝1934 年 8 月 14 日付） 

























------------------------ 以上、引用おわり ------------------------ 
いま史料 A を読み返すと、境界画定の処理が土地測量を伴う形で、1934 年 8 月 13 日（史
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庁が土地調査事業のために制定した「修正広東省土地編号申報調査弁法」（1933 年 7 月 31
日広東省政府委員会で議決承認）の第 3 条には、次のようにある。 
 
史料１：「修正広東省土地編号申報調査弁法」第 3 条（「広東省土地測丈及登記」，『地政月

























                                                  
3 「広東省土地測丈及登記」（『地政月刊』第 2 巻第 9 期, 1934 年 9 月）pp. 2013-2014。記事中に、順徳県













広東省では、蒋介石と対立する陳済棠等のいわゆる西南派が 1928 年から 36 年まで実効














郷鎮自治法に改正する。この規定は、25 戸で１里をつくり、40～100 里で 1 個の郷あるい
は鎮とし、20～50 郷・鎮で区とする。県に参議会を、区、郷・鎮に公所を、里に里長を置
く、というものである。その結果、高要県の場合は、1 県 9 区 64 郷鎮となった8。 
〈金東囲〉金渓郷と白藤岡郷はいずれも金東囲という堤防内に所在する（図１）。後段の史
料 3 でも金東囲に関する説明が出てくるが、ここでも少し説明しておこう。1940 年代の史
料によれば9、金東囲（旧名は金渓隄）は、元の至正元年（1341 年）に、郷人の杜必昌らが
築いた。堤防の全長は 4,770 丈（53,519 市尺）＝約 16km。囲内の人口は 21,000 人で、農
地は 13,066 畝（12,040 市畝）＝約 870ha。囲内に所在する旧行政村は全部で 17 村。その
うち 11 村が旧清平約所属で、6 村が旧金渓約（当時の金渓郷）所属である。なお、白藤岡
郷は旧清平約所属で、金東囲のなかでも最も地勢の低い場所に所在する。 
                                                  
5 1931 年の広東省順徳県の事例も扱う予定であったが、時間等の関係で論及することができなかった。 
6 史料 A で紹介した事例がこれにあたる。 
7 白藤岡は、白騰江、騰岡、騰江とも呼ばれる。「藤」と「騰」、「岡」と「江」は各々広東語で同音である。
現在は金江と呼ばれる。 
8 民国 36（1947）年序『高要県志初編』巻二，地理，「三．区郷之分劃」，p. 36． 














 〈清平約と白藤岡郷〉後段の史料 3 でも言及されているように、第八区は、元来、5 つの約
から構成されていた。このうち本稿に関係するのは清平約と金渓約である。1934 年 11 月
の史料10によると、清平約について、次のように説明されている。すなわち、公民数は 3,000
人前後で、約という団体を結成してから 100 年余りの歴史がある。1928～31 年に「郷事会」
や「建設委員会」を組織する時も、第八区の他の約と同じく、清平約も一個の約全体で「郷
事会」や「建設委員会」を組織した11。しかし「第一届籌備選挙」の時（1932 年か）に、
清平約の人々は、清平約を 26 個の郷に分割した。そのため、1 個の郷が管轄する里の数は、
多くても 7～8 個とか、4～5 個になってしまった（前述のように 1 郷＝40 里が最低基準で














(2) 1934 年の境界争い 
史料２：民国 23（1934）年 5 月 26 日付、高要県の県長馬炳乾から第八区公所の区長黄有
年宛の訓令「令第八区公所秉公調処白藤岡郷與金渓郷互争田畝区域文」（『高要県
政公報』第 10 期，民国 23（1934）年 6 月 1 日，頁財政 80-81）の呉魯賢報告。 
注：●は「米」＋「卜」に見える。「佃」の意味か。 
◆1934 年 5 月頃の白藤岡郷の郷長謝鉅華の主張（史料 2-①の抄訳） 
   第八区は、もともとは中、東、西、金渓、清平の五約に分かれていた。わが白藤岡
郷は、以前は清平約に所属する〔一個の行政村であった〕。しかし一昨年（1932 年）、
自治を実施するために、里数の関係で、改称して〔一個の独立した〕郷となった。本 
                                                  
10 「令知対於該区羅客東等二十三郷合併為清平二十三村聯郷一案，現奉庁令応准合併，仰転飭知照文」『高
要県政公報』第 15 期，民国 23（1934）11 年月 1 日，自治 pp. 115-117． 
11 郷事会＝郷であり、清平約全体で清平郷を組織したことを意味する。 
12 旧清平郷所属の 26 郷が全部参加しないので「清平郷」と名乗らないのであろう。 
13 民国 36（1947）年序『高要県志初編』巻 2，地理，「三．区郷之分劃」，pp. 48-49，および巻 11，隄防，
pp. 536-538．11 番目の村は不明。 





















   白藤岡郷〔に帰属する、集落〕周囲の田畝は合計 1,200 余畝あり、数百年来、すべ
て「自置自耕、自戸自税。業非一二三甲之業、主非一二三甲之主、●非一二三甲之●」
                                                  
15 「広東財政庁訂定各県編造地籍征税冊簡章」（『高要県政公報』16 期，1934 年 12 月 1 日出版，財政，






















３）。最も早い調査日は、第 1 段の 1934 年 5 月 5 日である（図４、図５）。したがって、史
料２に見られる主張をした時には、確かに田畝調査を行っていた。それ以外の 48 段は 6 月
に行われ、最も遅い調査日は 6 月 20 日となっている。調査冊として完成・提出されたのは
同年 8 月である。この田畝調査は、白藤岡郷の管轄域を示すものでもあるから、5 月～8 月
において、白藤岡郷はこれら 49 段に所在する土地の大部分を該郷の管轄域と考えていたこ
とになる17。 
全 49 段のうち、苗代 155 筆を除く耕地（「田禾」）の総筆数は 1,984 筆。そのうち白藤岡
郷に対して申告された筆数は 1,670 筆で、その面積は計 1,600 畝。毎筆あたり平均 1 畝と




明瞭に検出できる19。したがって史料２の主張と考え併せると、1934 年 5 月～8 月の白藤
岡郷は、属人主義（第一に経営耕作者がどの郷の者であるか、第二に所有者がどの郷の者






                                                  
17 「白藤岡郷の田畝と金渓郷の田畝とがわずかに相互の境界内に混入している」とあるから、全部とは考
えていないようだ。 

























10 甲に分けた。10 甲のうち、第 1～6 甲は金渓郷の持ち分とし、第 7～10 甲は清平郷
の持ち分とした。また各甲内にある「涌源」（水源）、「塱◆」（ガチョウやアヒルを放し













































































































民国 19 年＝1930 年 8 月再版，pp. 33-37），民国 19 年＝1930 年 2 月ごろ制定。 






                                                  
25 主管郷村については、民国 36（1947）年序『高要県志初編』巻 11，隄防，p. 573，「一。各分畛域」の





































                                                  
26 田畝捐は地価毎畝 150～100 元なら年 0.3 元、100～50 元は 0.2 元、50 元未満は 0.1 元（第 15 条）。な
お、1933 年 4 月に改正された「修正田畝捐章程」では、地価の 100 分の 1 を上限としている。 
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 史料６：「鶴山県田畝調査細則」（『鶴山県政公報』1935 年 6 月，本県法規，pp. 31-39）1933






























鎮、里という行政体系の整理 → 区、郷・鎮における公所設置 → 公所運営のための財源




















討へ向けて」，『東洋文化』第 76 号，1996 年 1 月，pp. 163-199． 
片山剛 2006「1930 年代広東省の「田畝調査冊」の性格と作製経緯」『近代東アジア土地調












史料２：民国 23（1934）年 5 月 26 日付、高要県の県長馬炳乾から第八区公所の区長黄有
年宛の訓令「令第八区公所秉公調処白藤岡郷與金渓郷互争田畝区域文」（『高要県




















































































































第 36 條：各鄉、鎮徵收田畝捐，得自設所徵收，不歸縣徵糧處附收。 
 
史料６：（省略） 
50
